
ノVb.3昭和41年9月
チ ングルマ(赤 岳第三雪渓)

1966

協
会

活
動
状
況

支
笏
湖
オ

コ
タ
ン

ペ
湖
付
近
お
よ
び
、
支
笏

湖
周
辺
道
道
の
調
査

●
九
月
二
十

五
日

(
土
)

二
十
六
日

(
日
)

井
手
、

田
川
、
渡
辺
、
金
光
、
以
上
四
名
参

加
。
午
前
十
時
、
札
幌
営
林
局
集
合
、
湖
畔

に

て
昼
食
、

モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
で
オ

コ
タ

ソ
ペ
川

口
の
営
林
署
寮

に
到
着
。
す
ぐ
オ

コ
タ

ン
ペ
湖

に
行
き

夕
刻
帰
着
。
同
夜
は
寮

に

一
泊
。
翌

二

十
六
日
、
西
南
岸
を
車

に
て
行
く
。
有
料
道
路

お
よ
び
、
そ
れ

に
つ
づ
く
設
計
中

の
道
道
を
視

察
。

夕
刻
バ

ス
に
て
帰
札
。

網

走
国
定

公
園
調
査

●
十
月
八
日

(
金
)
九

日

(
土
)
十
日
(
日
〉

東
条
、
井
手
、
石
川
、
斎
藤
、
以
上
四
名
参

加
。九

日
朝
よ
り
能
取
岬
、
能
取
湖
、
サ

官
マ
湖

周
辺
を
視
察
。
同
日
夜

は
網
走
湖
荘

に

一
泊
。

翌
十
目
、
天
都
山
、
大
観
山
、
女
満
別
湖
畔
、

原
生
花
園
を
調
査
。

阿
寒
国
立
公
園
調
査

●
十

月
二
十

五
日

(
月
)
二
十
六
日

(
火
)

二
十

七
日

(
水
)

二
十
八
日

(
木
)

井
手
、
金
光
、
楡
金
、
お
よ
び
道
市
川
林
政

'

課
長
、

以
上
四
名
参
加
。

二
十
五

日
、
井
手
、
楡
金

両
氏
、
途
中
上
川

・

役
場
訪
問
。
神
居
古
潭
を
視
察
。

二
十
六
日
、

北
見

か
ら
美
幌
峠
を
通
り
和
琴
半
島
、
砂
湯
、

仁
伏
を
ま
わ
り
、
藻
琴
山
を
視
察
。
同
夜
、
川

湯

で
泊
。
翌
二
十
七
日
、
硫
黄
山
、
摩
周
湖

の

視
察
。
阿
寒
湖
畔

で

一
泊
。

三
日
目
、

二
十
八

日
、
阿
寒
湖
畔
を
出
発
。

厚
岸
お
よ
び
野
付
風
蓮
道

立
自
然
公
園
調
査

●
十

幽
月
十
九
日

(金

)
二
十
日

(
土
)
二

十

一
日

(
日
)
二
十

二
日

(
月
)

井
手
、
渡
辺
、
伊

藤
、
島
倉
、
籠
山
、
斎
藤

小
林
林
務
部
長
、
以
上
七
名
参
加
。

二
十
日
朝
、
厚
岸

よ
り
出
発
。
臨
海
実
験
所

あ
や
め
が
原
を
視
察
。
浜
中

よ
り
根
室

に
い
た

り

一
泊
。
二
十

一
日
、
小
雪

の
舞
う
中
、

ノ
サ

ッ
プ
岬
、
風
蓮

湖

の
別
当
賀

付
近
視
察
。
厚
床

よ
り
別
海

に
い
た
る
。
西
別
海
手
前

か
ら
砂
州

を

一
本
木

ま
で
南
山
し
、
尾
岱
沼

で
昼
食

、
小

林
林

務
部
長
と
厚
床

駅
前

で
別
れ
る
。
尾
岱

沼

で
籠

山
、
伊
藤

両
氏

と
別
れ
、
井
手
、
渡
辺
、

島

倉
、
斎
藤

各
氏
中
標
津

に
い
た
る
。
そ

こ
で

一
泊
。

二
十

二
日
、

テ
レ
ビ
塔

の
あ
る
丘
ま
で

行
き
展
望
。
引
き
返

し
厚
床
駅

に
い
た
り
十

一

時
四
十
分
の
汽
車

に
て
帰
札
。

●
十

二
月

四
日

(
土
)
第
十
回
理
事
会

午
後

二
時

よ
り
。

出
席
者
-

中

村
、

松

村

(
雪
印
)
、
岩
崎
技
師
、
柳
崎
(北
炭
観
光

)、
可

知

(
山
岳
連
盟
)
大
島

(
王
子
造
林

)
渡
辺
、

田
川
、
宮
脇
、
高
橋

(
土
木

部
)
高
倉
、
中
村

(
北
電
土
木
部
)
、
松
岡
、
高
橋
、
楡
金
、
今
井

東
条
、
金
光
、
籠

山
、
井
手
、
島
倉
、
明
道
、

石
川
、
以
上

二
十
三
名
。

1

議

事
i

1
、
最
北
端

の
碑

の
顛

末
に

つ
い
て

2
、
会
議

に

つ
い
て
の
中
間
報
告

3
、
総
会

の
件
に

つ
い
て
の
事
情
説
明

4
、
委
託
調
査

に
伴
う
地
方
懇
談
会

に
つ
い
て

委
託

調
査
報
告

の
正
確
を
期
す

る
た
め
、
網

走
、
根
室
、
釧
路

で
土

地
の
各
種
団
体
と
懇

談
し
、
併

せ
て
自
然
保
護
思
想

の
普
及
を
期

す
る
こ
と
を
提
案
、
承
認
さ
れ
る
。

5
、
北
海
道
都
市
周
辺
自
然
保
護
部
会

に
つ
い

て
多
少
事
情

の
不
明
な
点

が
あ
り
、
関
係
者

の
考
え
を
聞
く

こ
と

に
す
る
。

6
、
辻
井
氏

の
南

ア
メ
リ
カ
遠
征
に
さ
い
し

て

援
助
す

る
こ
と
。

7
、

オ

コ
タ

ン
ペ
湖
意

見
書

承
認
(
一
部
訂
正
)

8
、
恵
庭
岳

ス
キ

ー

コ
ー
ス
に
つ
い
て

金
光

理
事

よ
り
発
言
あ
り
、

ス
キ
ー
連
盟
や

市
関
係
者
と
話
し
合

う

こ
と
に
な

る
。

9
、
道
庁
委
託
調
査
報
告

そ
の
さ
い
網
走
湖
、
サ

ロ
マ
湖
、
能
取
湖

の

道
路

と
湖
水
と

の
間

の
建

設
物

の
こ
と
、
私
有

地
の
こ
と
、
売

店
設
備

の

こ
と
な
ど
が
決
定
さ

れ

る
。
午
後
四
時
散
会

。

そ

の
あ
と
記
者
会
見
あ

り
。
な

お
、
辻
井
氏

よ
り
文
化
財
保
護
委
員
会

と
の
連
絡
会
議
を
聞

く

よ
う
要
請
あ
り
。

●
昭
和
四
十

欄
年

一
月

二
十

二
日

(
土
)

第
十

一
回
理
事
会

出
席
者
-

山
田
(
代
)
、
石
川
、
岡
松
(
代
)、

柳
崎
、
小
田
(
代

)、
金
光
、
渡
辺
、
伊

藤
(秀

)

東
条
、
大
野
、
小
林
、
羽
鳥
、
高
橋
、
島
倉
、

高
倉
、
籠

山
、

井
手
、

以
上
七
名
。

ー
議

事
1

1
、
自
然
保
護

の
基
本
的
問
題

に
つ
い
て

2
、
サ

ン
シ
ヨ
ウ
ウ
オ

の
産

卵
地
の
保
護

3
、
大
沼
公
園

の
駒

ケ
岳

ス
カ
イ
ラ
イ

ソ

4
、
都
市
周
辺
自
然
保
護
委
員
会

に
つ
い
て

(
十
万
以
上

の
都
市
を
対
象

と
し
て
い
る
)

札
幌
以
下
九
市
。

・

一
月
三
十

一
日

(
月
)

井
手

理
事
長
、

「
エ
ゾ
サ

ン
シ
ヨ
ウ
ウ
オ
の

生
息
地

の
保
護

に
関
す
る
意
見
書
」
を
道
土
木

部
次

長
に
手
渡
す
。
次

長
は
で
き
得

る
限
り

の

●1●



協
力
を
約
束
し
て
く
れ

る
。

●
二
月
四
日

(
金
)

島
倉
理
事
が
土
木
部
技

師
と
検
討

し
た
結
果

道
道

々
を
多

少
ず
ら
す
要
が
あ
り
。

そ
の
結
果

国
有

林

に
は
い
る
た

め
、
土
木
部
の
人

と
と
も

に
定
山
漢
営
林
署

に
行
き
相
談
。

い
ろ

い
ろ
な

問
題
点

も
あ

る
の
で
、
当
日
午
前
十

一
時
半

か

ら
営
林

局
経
営
部
長
室

で
種

々
相
談
。

●
二
月
二
十
八
日

(
月
)

「
自
然
公
園
内

に
お
け
る
諸
問
題

に
関
す

る

意

見
書

」
を
知
事
、
石
狩
支
庁

長
、
営
林
局
長

に
呈
出
す
。

●
三
月
七
日

(
月
)
網

走
地
方
懇
談
会

午
前
九
時

三
十
分
よ
り
網
走
支
庁
会
議
室
。

出
席
者
ー
石
川
、
金
光
、
楡
金
、
斎
藤
、
原
、

井
手
、
道
庁
公
園
係
長
、
網
走
支
庁
関
係
者
、

北
見
、
網
走
林
署
関
係
者
お
よ
び
通
信
関
係
者

、
4321
、 、 、

理
事
長
挨
拶

支
庁
長
挨
拶

各
理
事
紹
介

石
川
、
金
光
、
楡
金
、
原
、
斎
藤
各
氏

の

意
見
あ
り
。

5
、
網
走
国
定
公
園
、
網
走
湖
、

サ

ロ
マ
湖
、

能
取
湖
、

ト
ウ

フ
ツ
湖
、
海
岸
景
観
、
流
氷
、

道
路
、

天
都
山
、

原
生
花
園

に
つ
い
て
の
意

見

交
換
、
知

床
国
立
公
園

の
斜
里
尖
端

に
つ
い
て

の
検
討

。
阿
寒
国

立
公
園
、
美
幌
峠
、
釧
北
峠

に
つ
い
て
種

々
意
見
あ
り
。

ヤ
チ
ダ

モ
の
原
生

林

、

ミ
ズ
バ

シ
ヨ
ウ
、

サ

ン
ゴ
草
を

天
然
記
念

物
を
指
定

し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
自
然
保
護
協

会

の
支
部
を
作
り
た
い
と

の
意

見
あ
り
。

午
後

三
時
散
会
。

●
三
月

二
十
三

日

(
水
)
根

室
地

方
懇
談
会

午
前
十

一
時
開
会
。
出
席
者
-

井
手
、
島
倉

渡
辺
、
斎
藤
、
楡
金
、
中
平
事
務
員
、
根
室
、

標
津
、
帯
広
営
林
署
関
係
者
、
根
室
市
関
係
者

井
手
理
事
長
挨

拶
、
島
倉
、
斎
藤
、
渡
辺
、

楡
金
、
各
理
事
挨

拶
、
島
倉
理
事
、
白
鳥

の
観

光

に
つ
い
て
具
体
的

な
話
。

ひ
き

つ
づ
き
自
然

保
護
と
観
光

に
つ
い
て
種

々
検
討

。
知
床

に

つ

い
て
動
植
物

に
つ
い
て
の
特
別
地
区
を
限

つ
て

ほ
し

い
。
自
然
保
護

に
関
す
る
教
育

的
配
慮

を

協
会

は
講
じ
て
ほ
し
い
と

の
意

見
あ

り
。

●
三
月
二
十

四
日

(
木
)
釧
路
地

方
懇
談
会

午
前
十
時
十

五
分
開
会

。
出
席
者
-

井
手
、

斎
藤
、
渡
辺
、

石
川
、
島
倉
、
岩

崎
技
師
、
犬

巻
副
会

長
、
釧
路
支
庁
関
係
者
、
営
林
署
関
係

者
、
観
光
関
係
者
。

犬
飼
副
会

長
挨

拶
、
厚
岸

道
立
公
団

の
問
題

点

、
お
よ
び
温
泉
源

の
問
題

に
つ
い
て
種

々
話

し
合

い
。

●
四
月
三
十

日

(
土
)
常

任
理
事
会

正
午
よ
り
。
出
席
者
-
東

条
、

犬
飼
、
石
川

渡
辺
、
小
林
、
斎
藤
、
中
野
、

井
手
、
金
光
、

途
中
、
中
野
新
林
務
部
長
、
広
中
新
林
政
課
長

の
挨

拶
が
あ

る
。

1
議

事
1

1
、
四
十
二
年
度
、
全
日
本
山
岳
競
技
選
手
権

大
会

に

つ
い
て
、

協
会

と
し
て
意
見
書
を
作
成
す
る
。

2
、
支

笏
湖

の
発
電
計
画

に
つ
い
て

北
電

の
方

か
ら
計
画
書

を
出
し
て
も
ら

い
、

現
地
調
査
を
す

る
。

3
、
手
稲
山

オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
コ
ー

ス

環
状
線
、

ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
、
室
蘭

へ
の
送
電

線

の
問
題

に
つ
い
て
話

し
合
う
。

4
、
収
支
決
算
報
告

予
算
、
委
託
費

に
つ
い
て
も
審
議

5
、
恵
庭
岳

の
ス
キ

ー
コ
ー
ス

6
、
愛
鳥

週
間

の
こ
と

7
、
真
駒
内

の
森
林

公
園

と
オ
リ

ソ
ピ

ツ
ク
村

ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場

と
の
こ
と
。

8
、
総
会

の
件

●
五
月

二
十
八
日

(
土
)
北
海
道
自
然
保
護

協
会
総
会

午
後

一
時
三
十
分
よ
り
拓
銀
本
店
五
階
会
議

室
。
出
席
者
-
東
条
、
犬
飼
、
井
手
、
高
橋
、

稲
垣
、

田
川
、
斎
…藤
、
櫛

田
、
福
原
、
植
田
、

宮
脇
、
大
野
、
原
田
、
山

田
(
代
)
、
伊
藤
(
代
)

金
光
、
阿
部
、
柳
崎
、
奥

村
、
市
川
、
松
岡
、

星
、
中
村
、
金
井
、
小
関
、

石
川
、
島
倉
、
原

以
上

二
十
九
名
。

1
、
事
業
報
告

A
、
豊
平
峡
ダ

ム
の
件

で
の
申
し
入
れ

(
開

発
局
)

B
、
オ

コ
タ

ン
ペ
湖
周
辺
の
道
路
建
設
。
道

路

の
作
り
方
、

土
砂

の
捨

て
方

に
つ
い
て

要
望

。

C
、
大
雪
山
黒
岳
、

ユ
コ
マ
ソ
ベ
ツ
の

ロ
ー

プ
ウ

エ
ー
建

設
。

ユ
コ
マ
ソ
ベ
ツ
の
場
合

は
、

す

べ
て
木

を
切

る
必
要

は
な

い
。

D
、
ウ

ト
ロ
の
オ

ロ
ン
コ
岩

の
採
石
問
題
。

現
状
で
採
石
中
止
。

E
、
宗
谷
岬

の
落
書
注
意

の
て
ん
ま

つ

F
、
サ

ン
シ
ヨ
ウ
ウ
オ
産
卵
地
保
護

G
、
道
庁

よ
り
の
委
託
調
査

に
つ
い
て

H
、
恵
庭
岳

ス
キ
ー

コ
ー
ス
に
つ
い
て

の
発

言
あ

り
。
新
聞
報
道
、
協
会

の
立
場
な
ど

種

々
、
説

明
意
見

が
あ

る
。
冬
季
オ

リ
ソ

ピ

ツ
ク
の
組
織
委
員
会
が

で
き
た
ら
協
会

の
意
見
、
要
望

(
コ
ー

ス
、
方
法
な
ど

に

つ
い
て
)
を
共
同
で
話

し
合

つ
た
り
、
検

討
す
る
よ
う
に
も

つ
て

い
く

こ
と

に
す
る

ー
、
黒
岳

の

ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
に
つ
い
て
の
経

過
報
告

(
植
田
氏
)

J
、
会
費

の
問
題

学
生
会
費
は
今

ま
で
ど
お
り
、

理
事
は
二

口
以
上
を
了
解
し

て
も
ら
う
。

2
、
決
算
報
告
、
予
算
書

報
告

す
べ
て
承
認
さ
れ
、
午
後

三
時
二
十
分
散
会

●
六

月
十
日

(
金
)
委
託
調
査
報
告
打
合
せ

会
議

十
二
時

よ
り
植
物
園
事
務
所
。
出
席
者
ー
井

手
、
伊
藤
(
秀
)
、
石
川
、
斎
藤
、
島
倉
、
辻
井

以
上
六
名
。

北
海
道

に
委
託
調
査

の
報
告
書

を
作
成
す

る

た
め
、

各
理
事

の
意

見
を
聞
く
。
種

々
意
見
あ

り
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め

て
報
告
書

を

つ
く

る
こ

と

に
な
る
。

●
六
月
十

日

(
金
)
第
十
二
回
理
事
会

午
後

四
時
三
十
分
よ
り
植
物
園
事
務
所
。

出
席
者
-
東

条
、
犬
飼

、
島
倉
、
櫛

田
、
宮

脇
、
大
野
、
斎
藤
(
春
)
、
中
村
、

石
川
、
山

田

(秀

)代
、
柳
崎
、
金
光
、
春
日
、
渡

辺
、
小
関

田
川
、
中
野
、
松
岡
、
高
倉
、
高
橋
(
延

)、
井

手
、
以
上
二
十

一
名
。
他

に
道
庁

よ
り
二
名
。

1
議

事
1

1
、
恵
庭
岳

ス
キ

ー

コ
ー
ス
に

つ
い
て

協
会

の
立
場
、
自
然
保
護

の
う
え

か
ら
、
種

々
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
。
結
局
、
当
協

会

と
し
て
は
、
恵
庭
岳

に
必
ず

し
も
反
対

は
し

な

い
と
い
う
態
度

で
、
今
後
事
情

を
よ
く
調
査

し
て
ゆ
く

よ
う

に
す
る
。
組
議
委
員
会
が

で
き

た
ら
積
極
的

に
働
き
か
け
る

こ
と
に
き
ま

る
。

2
、
委
託
調
査

に
つ
い
て

今
年
度

の
予
算
は
九
十
万

円
で
調
査
地
は
、
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千 夏 子萩オコタンペ湖(恵 庭岳頂上より)

天
売
焼

尻
道

立
自
然
公
園
、
大
雪
山
国
立
公
園

利
尻
礼
文

国
定
公
園
、
富
良
野
芦
別
道

立
自
然

公
園
、
襟
裳
道

立
自
然
公
園
、
暑
寒
別
道

立
自

然
公
園

の
以
上
六
カ
所
。
常
任
理
事
を
中
心
に

四
人
編
成
く

ら
い
で
調
査
す

る
こ
と
が
承
認

さ

れ
る
。

3
、
建

設
省

で
出

し
た

「
新
国
土
建

設
計
画
」

の
中
に
自
然
保
護

を
も
く
わ
え
て
も
ら
い
た
い

と
、

日
本
自
然
保
護
協
会

に
働
き

か
け
る
。

4
、

「
都
市
周
辺
自
然
保
護
対
策

に
お
け
る
主

要
都
市

の
現
状
と
課
題
な
ら
び
に
そ

の
方
向
」

の
文
書

に
つ
い
て
、
道
土
木
部
都
市
計
画
課

長

羽
鳥
氏
挨
拶
、
次
会

に
説
明
を
聞
く

こ
と
に
す

る
。
5
、
会
誌
、
会
報

の
件

編
集
委
員

は
前
年
と
同
様

の
委
員

に
委
託
。

前
年
度

以
上

の
会
誌
、
会
報
を
発
行
す
る
。

6
、

レ
イ

ン
ジ

ヤ
ー
増
員

の
件
で
会

長
よ
り
発

言
あ

り
、
道
庁
、
関
係
方
向

か
ら

の
資
料

を
得

て
厚
生
省

の
国
立
公
園
局

へ
陳
情
す
る
。
厚
生

省

へ
陳
情
を
会
長

か
ら
行
な
う

こ
と
が
承
認

さ

れ

る
。

7
、
北
大
農
学
部

の
中

に
自
然
保
護

学
科

を
申

請
中
な

の
で
、
協
力
を
し

て
ほ
し

い
と
島
倉

理

事

よ
り
説
明
あ
り
。
午
後
六
時
散
会
。

●
七
月

一
日

(金

)
第
十

三
回
理
事
会

午
後

四
時
よ
り
植
物
園
事
務
所
。
出
席
者
-

東
条
、

犬
飼
、

石
川
、
斎
藤

、小
関

、伊
藤
(
秀
)

大
野
、

山
田
(
秀

)
代
、
中
村

、柳
崎
、
山

田
(
幸
)

楡
金
、

…櫛
田
、
春

日
、
島
倉
、
宮
脇
、
地
崎
、

金
光
、
松

岡
、

井
手
、

以
上

二
十
名
、
ほ

か
に

札
幌
市

よ
り
オ
リ

ソ
ピ
ツ

ク
説
明
者
二
名
、
北

電

よ
り
四
名
、
道
庁

よ
り

三
名
出
席
。

1
議

事
ー

1
、
美
笛
揚
水
発
電
所
計
画
に

つ
い
て

北
海
道
電
力
水
力
計
画
課
長
伊
達
健
次
氏
よ

り
説
明

が
あ
る
。

降
雨
、
汚
濁
、
道
路
使

用
、

地
質
上

の
問
題

点

な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
あ

り
。

こ
の
計
画
は

ま
だ
図
上

の
段
階

で
あ
り
要
望

を
ま
と
め
、
営

林
局
と
も
折
衝
し
て
提
出
す
る
。

2
、

「
都
市
周
辺
自
然
保
護
対
策

に
お
け
る
主

要
都
市

の
現
状
を
課
題

並
び
に
そ
の
方
向
」

に

つ
い
て
都
市
計
画
課
長
説
明
は
次
会

に
し

て
も

ら
う
。

(
時
間

の
関

係
上
)

3
、
恵
庭
岳

滑
降

コ
ー

ス
に

つ
い
て

札
幌
市
よ
り
オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
準
備
室
長

・
小

林
氏
説
明
。
そ
れ

に
つ
い
て
種

々
質
問
あ
り
。

今
後
、
当
協
会
と
し
て
も
よ
く
検
討
す

べ
き

で

あ
り
、
今
後
オ

リ
ン
ピ

ツ
ク
事
務
局

と
も

よ
く

連
絡
を
保

つ
た
う
え
で
協
議

す
る
こ
と
に
し
た

い
と
の
結
論
が
出
る
。
午
後

六
時
散
会
。

●
七
月
十

一
日

(
月
)
常

任
理
事
会

正
午

よ
り
植
物
園
事
務
所
。
出
席
者
-
犬
飼

井
手
、
斎
藤
、
石
川
、
田
川
、宮

脇
、高
橋
(
延
)

渡

辺
、
松
岡
、
島

倉
、
以
上
十
名
。

1
、
委
託
調
査

の
打
合

せ

六
ヵ
所

の
日
程
、

調
査
参

加
者

な
ど
を
き

め

る
。
2
、
北
大
自
然
保
護
学
科

設
置
要
請

に
つ
い
て

島
倉
教
授
よ
り
説
明
が
あ

る
が
、
北
大

の
学

部
内

で
も

つ
と
地
固
め
し
て
か
ら
案
を
練
り
、

協
会
が
ど

の
よ
う

に
協
力
す

る
か
を
き
め
る
。

3
、
恵
庭
岳

ス
キ
ー

コ
ー
ス
に
つ
い
て
井
手
理

事
長
よ
り
報
告
。
午
後

二
時
散
会
。
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昭

和

四

十

年

度

…
自

　
…然

公

園

調

査

報

…告

…

①

阿
寒
国
立
公
図
藻
琴
山
お
よ
び

屈
斜
路
湖
周
辺
の
今
後
の
自
然

保
護
方
法

㈲

藻
琴
山

は
阿
寒
国
立
公
園
区
域
内

に
お

い
て
も
最
も
眺
望
が
す
ぐ
れ
、
原
始
的
な
風
景

も
残

し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
自
然
景
観
を
保
存

す
る
こ
と
は
と
く

に
必
要

で
あ

る
。

従

つ
て
、

こ
の
区
域
内

に
車
道
を
新
設
す
る

場
合

は
、
従
来
あ
る
林
道

と
の
関
連

に
注
意

し

て
、

こ
れ
を
生

か
す
よ
う
工
夫
す

る
こ
と
が
肝

要

で
あ
り
、
林
道

と
ま
っ
た
く
別

に
っ
く
る
場

合

に
は
、
旧
林
道
を
遣
遥
道
路
と
し

て
利
用
で

き
る
よ
う
配
慮

さ
れ
た

い
。

ま
た
、

山
頂
あ

る
い
は
そ

の
付
近
に
休
憩
所

駐
車
場

な
ど
の
施
設
を
設
置
す
る
場
合

も
、
自

然

景
観

の
保
持

に
つ
い
て
と
く
に
注
意

さ
れ
た

い
。㈲

屈
斜
路
湖
は
広
大
な
中

に
、
素
朴
な
自

然
景
観
を
有

し
て

い
る
。

こ
の
特
質
を
生

か
す

た
め

に
は
、
そ
の
周
辺

に
お
け

る
道
路
、
建

築

物
、
駐

車
場
な

ど
の
設
置

に
さ

い
し
て
は
全
体

と
し
て
の
計
画

は
慎
重

に
樹
立
し
て

こ
れ
に
従

う

こ
と
が
大
切

で
、
個

々
の
計
画
を
無

秩
序

に

行
な
わ
な

い
よ
う
注
意

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な

わ
ち
、
屈
斜
路
湖
周
辺

の
集

団
施
設

地
区

と
し

て
は
、
現
在
和
琴
半
島
付
近

と
な

つ
て
い
る
が

他

の
個
所

に
お
け

る
単
独
施

設
は
、
上
述

の
趣

旨
に
そ
つ
て
極
力
最
少
限
度

に
と
ど

め
、

こ
の

湖

の
自
然
を
保
有
す

べ
き
で
あ

る
。

ま
た
、
和
琴
半
島

の
管

理
に
つ
い
て
は
、
と

く

に
樹
木

の
保
存

に
注
意

し
、
歩
道
と

い
え
ど

も

み
だ
り

に
拡
輻
、
新

設
す

る
こ
と

の
な

い
よ

う
配
慮
を
要
す
る
。

ま
た
、
各
施
設

に
よ
り
生

じ
る
汚
水

の
処
理
に
は
と
く

に
注
意

し
、
水
質

の
変
化
を
生
ぜ
ぬ
よ
う
、
あ
ら

か
じ
め
措

置
す

べ
き
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は

い
か
な
る
湖
水

地

帯
に
お

い
て
も
同
様

で
あ
る
。

さ
ら
に
各
地

に
お

い
て
、
し
ば
し
ば
問
題
と

な

つ
て
い
る
私
有
地

に
お
け
る
施
設

に
つ
い
て

も
、
屈
斜
路
湖

に
お

い
て
は
と
く

に
考
慮

の
う

え
処
理
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
と

に
砂
湯
付
近

か
ら
仁
伏

に
い
た
る
間
は
森
林
も
美
し
く
、
湖

畔
風
景
も
静
か
で
、

さ
ら

に
植
物
学
上
も
貴
重

な
も

の
が
多

い
と

こ
ろ
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に

お
く

べ
き
で
あ

る
。

②

阿
寒
国
立
公
園
内
主
要
幹
線
道

路
の
風
致
的
観
点
か
ら
み
た
設

計
お
よ
び
施
行
に
つ
い
て
留
意

も
し
く
は
改
善
す
べ
き
問
題
点

阿
寒
国
立
公
園
は
そ
の
広
大
な

る
こ
と
、
お

よ
び
地
域
的
立
場

よ
り
産
業
、
観
光
お
よ
び

一

般
的
な
交
通
利
用
上

の
重
要
な
幹
線
道
路
が
通

じ

て
お
り
、
今
後

も
新

し
く
開
発
さ
れ
る
可
能

性

も
少
な
く
な

い
が
、

こ
れ
ら

の
大
部
分
は
国

有

林
を
区
域

と
す

る
森
林
を
通
り
、
本
道

の
特

徴
あ
る
自
然

景
観

に
目
の
あ
た
り

に
接

す
る
と

こ
ろ
が
多

い
。

し
か
し
そ
の
反

面
、

こ
れ
ら

の
道
路
開
設
に

よ
り
貴
重

な
森
林

を
損
傷

し
、
自
然
景
観

を
い

ち
じ
る
し
く
低

下
さ
せ
る
お
そ
れ
も
生
じ
て
く

る
。
従

つ
て
現
在

の
道
路

の
管
理
を
完

全
に
行

な

い
、
道
路
近
縁

の
樹
木

の
保
存
と
、

の
り
面

の
保
護

に
注
意
す

べ
き

で
あ
る
。

さ
ら
に
公
園
内

に
お
け
る
道
路

の
新

設
、
あ

る
い
は
既
設
道
路

の
改
良
計
画
に
際
し
て
は
、

単

に
交
通
利
用

の
点

の
み
を
考

え
る
こ
と
な
く

公
園
全
般
と
し

て
の
自
然
景
観
保
持

に
留
意
し

ま
た
そ

の
土
地

の
植
物
、
生
物
、

お
よ
び
地
質

学
上

の
貴
重

な
も

の
を
失
な
う

こ
と

の
な

い
よ

う
慎
重

に
配
慮

す
べ
き

で
あ

る
。

③

知
床
国
立
公
園
知
床
岬
の
自
然

保
護
方
法
と
今
後
の
利
用
施
設

の
具
体
策

知
床
国
立
公
園

は
全
国

の
自
然

公
園
中

に
お

い
て
も
、
と
く

に
原
始
的
状
態
を
保
存

し
て
い

る

の
で
知

ら
れ

て
い
る
が
、
そ

の
最
先
端

で
あ

る
、
知
床
岬

は
、

こ
の
公
園
を
象
徴
す
る
重
大

な
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
と
く

に
と
り
扱

い
に
注

意

す

べ
き

と
こ
ろ
で
あ

る
。

こ
の
岬

は
高
山
性

の
植
物
が
多
く
学
術
上

に

も
貴
重

な
個
所

で
あ

る
が
、
そ

の
保
護

の
た
め

に
も
上
陸
あ

る
い
は
外
部

よ
り

の
入
地
の
便
宜

を
は
か
る
べ
き

で
は
な
く
、

で
き
得

る
限
り
そ

の
原
始
状
態

の
保
持

に
努
め
る

べ
き

で
あ

る
。

④

知
床
国
立
公
園
横
断
道
路
計
画

と
の
関
連
に
お
け
る
羅
臼
湖
の

自
然
保
護
方
法

知
床
国
立
公
園
横

断
道
路

と
し
て
、

ウ
ト

ロ

.
ラ
ウ
ス
線
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ

に

よ
り
羅
臼
湖

に
い
た
る

こ
と
も
容
易

に
な
り
、

こ
の
秘

め
ら
れ
た
湖

を
訪

ね
る
人
も
増
加
す
る

も

の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し

こ
の
湖

は
そ
の
景
観

よ
り

み
て
も
あ

く
ま

で
原
始
性

を
保
存

せ
ら

る
べ
き

で
あ

り
、

ま
た
学
術
的
に
も
湿
性
植
物
な
ど
貴
重
な
種
類

が
多

い
。
従

つ
て
湖

の
近
縁

に
車
道
を
設
け
ぬ

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
観
察
路
と
し
て
の
歩

道
も
じ
ゆ
う

ぶ
ん
な

る
注
意
を
も

つ
て
計
画
す

べ
き

で
あ
り
、
湖
岸

に
建
築
物
な
ど
の
施
設

を

設
け
る
こ
と

は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

⑤

網
走
国
定
公
園
小
清
水
原
生
花

園
の
自
然
保
護
方
法

小
清
水
海
岸

の
砂
丘
植
物
群
落

は
、
原
生
花

園
の
名

の
下

に
近
年

と
く

に
観
光
客
が
増
加
し

て
い
る
の
で
そ

の
管
理
は
困
難
な
点
が
多

い
と
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考
え
ら
れ

る
が
、
現
在
設
定

さ
れ

て
い
る
園
路

お
よ
び

こ
れ

に
設
け
ら
れ

た
柵
も
保
護

の
た
め

に
は
有
効
な
も

の
と
思

わ
れ

る
。
休
憩
舎
、
売

店
な
ど

は
景
観
上
ふ
さ
わ
し

い
も

の
と
は

い
え

ぬ
が
、
今
後
な
る

べ
く

早
い
…機
会

に
、

一
切

の

施
設
を
総
合
し
た
築
造
物
を
設
定
す

べ
き
で
あ

ろ
う
。
な

お
、
植
物

の
採
取
、
損
傷
を

ふ
せ
ぐ
よ
う

注
意
す

べ
き
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
道
路
お

よ
び
駐
車
場
を
整
備

し
、
土
煙
り

に
よ
る
植
物

の
荒
れ
を

ふ
せ
ぐ
と
と
も

に
、

こ
れ
ら
が
病
害

虫

に
よ
り
損
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、

つ
ね
に

留
意
す

べ
き
で
あ
る
。

⑥

網
走
国
定
公
園
呼
人
地
区
お
よ

び
女
満
別
湖
畔
の
風
致
維
持
に

留
意
し
た
利
用
施
設
規
模
お
よ

び
配
置
方
法

網
走
国
定
公
園
に
は
佐
呂
間
湖
、
網
走
湖
を

は
じ
め

の
大
小
七

つ
の
湖
沼

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
異

つ
た
自
然
観
を
も

つ
て
道
内

に
お
け

る
自

然
と
し

て
も
、
も

つ
と
も
特
徴
あ

る
存
在
を
示

し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
網
走
湖

は
そ

の
広
さ
と

周
囲

の
自
然
環
境

よ
り
み
て
、

よ
く
ま
と
ま

つ

た
景
観
を
も

ち
、

と
く

に
網
走
市
街

に
近
く
、

道
路
は
よ
く
発
達

し
て
い
る
の
で
、
利
用
価
値

も
き
わ
め
て
高

い
。
従

つ
て
各
地
区

に
お
け
る

利
用
施
設

の
必
要
性

は
じ
ゆ
う
ぶ
ん
認
め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
だ
け
に
網
走
湖
特
有

の
自
然
景
観

を
損
ぜ
ぬ
よ
う
場
所
、

お
よ
び
規
模

に
つ
い
て

と
く
に
注
意

し
て
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

網
走

湖

の
大
き
な
景
観
的
特
徴
は
女
満
別
、

呼
人
地
区
を
通
過
し
網
走
市
街

に
は

い
る
鉄
道

国
道

よ
り
容
易

に
こ
の
湖

の
景
観
を

み
る

こ
と

が
で
き

る
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
を

ふ
せ
ぐ
よ
う

な
施
設

は
好
ま
し
く
な

い
。
現
在
、
す

で
に
国

道

と
湖
岸

の
間

に
存
在
す
る
建
築
物

に
対
し
て

は
、
今
後
、
植
樹
な
ど
に
よ
り
修
理
を
行
な

い

こ
の
地

の
自
然
環
境

に
ふ
さ
わ

し
い
状
態
を
保

「

ち
得

る
よ
う
配
慮
す
べ
き

で
あ

る
。

さ
ら

に
こ
れ
ら
地
区
の
湖
岸

に
は
散
策

路
を

設
け
、
す

べ
て
の
来
訪
者

が
自
由

に
湖
畔

を
利

用
す

る
こ
と

の
で
き
る
よ
う
と
り
計
う

べ
き

で

あ

る
。
呼
人
、
女
満
別
地
区
の
集
団
施
設
計
画

に
お
い
て
も
、
前
記
の
特
質
を
考
え
利
用
者
の

便
を
計
る
と
と
も

に
、
あ
く
ま

で
も

こ
の
貴
重

な
湖

の
自
然
景
観
を
守
る
よ
う
努
力
す

べ
き
で

あ

る
。
な
お
、
と
く

に
呼
人
半
島

に
お
い
て
は
樹
木

を
損
傷
す

る
こ
と

の
な

い
よ
う
、

じ
ゆ
う
ぶ

ん

注
意

の
う
え
施
行
す

べ
き
と
思

わ
れ

る
。

⑦

野

付

、

風

蓮

道

立

自

然

公

園

、

風
蓮

湖

周

辺

の

風

致

維

持

に

留

意

し

た
利

用

施

設

規

模

お

よ

び

配

置

方

法

風
蓮
湖

は
そ
の
周
囲
六
十
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

と

い
う
広
大

さ
よ
り

み
て
も
、

ま
た
海
跡
湖
と

い
う
性
格

か
ら
も

か
な
り
特
種

な
景
観

を
呈
し

て

い
る
の
で
、
全
般

に
わ
た

つ
て
の
展
望

は
む

ず

か
し
く
、

ま
た
局
部
的
な
自
然
景
観

に
重
点

を
お

い
た
利
用
も
と
く

に
と
り
上
げ
な

け
れ
ば

な
ら
ぬ
個
所
も
見
ら
れ
な

い
。

こ
の
湖

の
も

つ
と
も
大
き
な
魅
力

は
、

オ
ホ

ー
ツ
ク
海

に
つ
ら
な
る
莫
た
る
湖

面
と
、
そ

の

背

面
を
占

め
る
大
湿
原
と
、

そ
こ
に
散
在
す

る

漁
村
風
景

の
か
も
し
出
す
北
国

の
大
自
然

の
ム

ー
ド
に
あ

る
と

い
え

よ
う
。
従

つ
て
風
蓮
湖

を

訪
れ
る
に
は
、
根
室
市
街

か
ら
国
道
四
十

四
号

線
に
よ
り
厚
床
市
街

に
い
た
り
、

さ
ら
に
原
野

を
貫
く
国
道

二
百
四
十
四
号
線

に
よ
り
風
蓮
川

ケ
ネ
ヤ
ウ

ス
ベ
ツ
川
、
ホ

ソ
ヤ
ウ

ス
ベ

ツ
川
を

渡

り
、
別
海
市
街
を
右
折
し
て
、
走
古
丹

を
す

ぎ

一
本
木

に
い
た

る
間
と
な
る
が
、

こ
の
間

で

拠
点

を
考
え
れ
ば
別
当
賀
川

口
、
風
蓮
川

口
な

ど
と
な

る
が
、

こ
れ
ら
と

て
も
休
憩
個
所

と
し

て
の
施
設

に
と
ど
ま

る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

な

お
、
風
蓮
湖
北
東
部

に
あ

る
春
国
岱

は
か

つ
て
の
見
事
な
森
林
景
観
は
失
わ
れ
た
が
、
今

な
お
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
し
て

い
る
の
で
、

そ

の
保
有

に
は
万
全
を
期
す

べ
き
で
あ

る
。

⑧

野
付
、
風
蓮
道
立
自
然
公
園
の

自
鳥
と
公
園
の
利
用
者
の
む
す

び
つ
け
方
法

風
蓮
湖
は
オ
オ

ハ
ク
チ

ヨ
ウ
の
渡
来
越
冬
地

と
し
て
著
名
で
あ

る
が
、
十
月
下
旬

よ
り
十

二

月

に
か
け
て
約

一
万
羽
を
越

え
る
大
群
が
風
蓮

湖

に
集
ま
り
、
さ
ら

に
こ
の
湖

の
結
氷
と
と
も

に
尾
岱
沼
海
岸

に
移

つ
て
、

四
月
ま

で
滞
在
す

る
。
し

か
し

こ
の
期
間
は
、

こ
の
自
然
公
園

の

利
用
期

か
ら
は
ず

れ
て

い
る
の
で
、
今
ま

で
は

こ
の
大
壮
観

に
ふ
れ
る

こ
と
の
で
き
た
人
は
少

な

か
つ
た
。

し
か
し
、

野
鳥

に
対

す
る

一
般

の
興
味
と
認

識
が
深
く
な
り
、

ま
た
冬
季
観
光
が
軌
道

に
の

つ
て
く
れ
ば
、
当
然
冬

の
間
も

こ
の
地
方
を
訪

れ
る
人

々
は
増

加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

従

つ
て
、

オ
オ

ハ
ク
チ

ヨ
ウ
の
観
察
拠
点
を

確
保

す
る

こ
と
が
必
要

と
な

つ
て
く
る
。
晩
秋

よ
り
初
冬

に
か
け

て
は
別
当

賀
川
口
に
近
ず
く

こ
と
が
多

い
の
で
、

こ
の
付
近
を
観
察
地
と
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん

こ
の
た
め
の
施
設

は
前

の
限
度

に
と
ど
め
、
鳥

を
驚

か
さ
ず
、
風

致
を
害
さ
ぬ
よ
う
樹
木

の
保
護

に
も

と
く

に
注

意
す

べ
き

で
あ
る
。

な

お
、

こ
こ
に
集
ま
る
オ
オ

ハ
ク
チ
ヨ
ウ
は

そ
の
日
の
天
候

に
よ
り
接
岸
状
態

が
異
な

る
の

で
、

つ
ね

に
あ

る
程
度
近
ず
け
て
お
く

た
め
に

は
給
餌

の
方
法
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ

る
。
風

蓮
湖

が
結
氷
す
れ
ば
尾
岱
沼
に
集

ま
る
が
、

こ

こ
で
は
春
別
川

口
に
寄

る

こ
と
が
多

い
。

従

つ
て
、

こ
の
地
点

も
重

大
な
観
察
個
所
と

な
る
が
、
す
で

に
こ
の
地
区
で
行
な
わ
れ

て
い

る
給
餌
を

つ
づ
け
れ
ば
、

一
層
近
接
す

る
よ
う

に
な
る
。
し

か
し
、
観
察
者
は
国
道

よ
り
絶
対

に
浜

に
下
り
ぬ

よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

な
お
、
施
設

に
つ
い
て
は
別
当

賀
川
口
と
同
…様

で
あ

る
。

⑨

厚
岸
道
立
自
然
公
園
ア
イ
カ
ツ

プ
岬
か
ら
、
あ
や
め
が
原
に
い

た
る
間
の
風
致
維
持
に
留
意
し

た
利
用
施
設
の
規
模
お
よ
び
配

置
方
法

鱒

厚
岸
道
立
自
然
公
園

ア
イ
カ
ツ
プ
岬
は

厚
岸
湾
大
黒
島
、
小
島

、
お
よ
び
太
平
洋

の
ト

コ
タ

ン
海
岸

に
点
在
す
る
漁

家
を
眺
望

で
き

る

要
地
で
あ

る
が
、
海
外
景
観
ば
か
り
で
な
く
、

こ
の
地
に
は
激
し

い
潮
風

に
耐
え
て
き

た
カ
バ

類
を
主
と
す

る
林
が
み
ら
れ
る

の
は
、

ま
こ
と

に
北
国

の
岬
ら
し

い
特
徴
を
有

し
て
い
る
。

駐
車
場

か
ら
岬
ま
で
は
か
な
り
離
れ

て
い
る
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が
、
往

々
他

の
地
方

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
園
地

に
直
接
車
を

の
り
入
れ
る

こ
と
な
く
、
園
路

に

よ
り
連
絡
を
保

つ
て
い
る

の
は
適
切
な
処
置
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
土
地
は
北
大
理
学
部
附
属
臨
海
実
験
所

が
使

用
し
て
い
る
が
、
水
族
館

も
あ
り
、
さ
ら

に
園
内
に
は
自
然
観
察
に
む
く
園
路
や
付
近

に

道
有
林

の
樹
木
園
も
あ

る

の
で
、
単
な

る
遊
覧

の
場

と
し
て
で
な
く
、

こ
れ
ら

の
施
設
を
大

い

に
役
立
た

せ
る
よ
う
配
慮
す

べ
き

で
あ

る
。

こ
の
岬

は
厚
岸
市
街

に
近

い
の
で
利
用
者
も

多

い
が
、
園
地
内
に
お
け

る
樹
木
、
草
地

の
損

傷
は
も

ち
ろ
ん
、
屑
類

の
放
置

に
つ
い
て
は
と

く

に
注
意

す
べ
き

で
、
注
意

札
、
屑

か
ご
な

ど

も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
配
備
す

べ
き

で
あ

る
。

㈲

ア
イ
カ
ツ
プ
岬

よ
り
あ
や

め
が
原

に
通

じ
る
道
路

は
車
道
と
は

い
い
が
た
い
が
、

こ
の

土
地
の
利
用
を
考
え
れ
ば
今
後

さ
ら

に
整
備
さ

れ

る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
あ
や

め
が
原

は
太
平
洋

に
の
ぞ
む
崖
上

の
広
い
岡

で
あ

る
が
、

一
面

に

生
え

て
い
る
あ
や
め
は
今
後
、
利
用
者

の
増
加

に
比
例
し

て
減
少
す

る
お
そ
れ
が
じ
ゆ
う
ぶ
ん

に
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
防

止
の
た
め
に
は
入
園
者
に
対
し
、

こ

の
地
の
重
要
性
を

よ
く
認
識
さ

せ
る
よ
う
注
意

札

な
ど
に
よ
り
と
り
計
ら
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
あ

る
が
、
ま
ず
、
あ

や
め
の
生
え

て
い
る
原

に
車
を
乗
り
入
れ
る

こ
と
を
や
め
さ
せ
る
べ
き

で
、
駐
車
場
を
入

口
付
近

に
設
け
、
公
衆
便
所

な
ど

の
施
設
も
、

こ
こ
に
つ
く
る

よ
う

に
配
慮

し
た

い
。

駐
車
場

よ
り
崖

ま
で
園
路
を

つ
く
り
、
で
き

得
る
か
ぎ

り
あ
や

め
を
傷

つ
け
ぬ
よ
う
指
導

す

る

こ
と
が
必
要

で
あ

る
。
ま
た
、
崖

上

の
危
険

防

止
棚
も
強
化

し
て
事
故

の
防
止
を
は

か
る

べ

き
で
あ

る
。

展
望

台
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、
利
用
度
を
考

え
、
休
憩
所
を

か
ね
た
簡

単
な
も

の
で
よ

い
と

思
わ
れ
る
。
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阿
寒
国
立
公
園

こ
の
国

立
公
園

は
、
日
本
で
も
す
ば
ら
し

い

景
観

と
規
模
を
有
す
る
公
園
の

一
つ
で
あ

る
。

そ
の
玄
関
先
と
も

い
う

べ
き
美
幌
峠

に
お
い
て

は
、
美
幌
峠

の
大
観
を
楽

し
む

べ
ぎ
休
憩
所

の

窓

ガ
ラ
ス
が
な

い
。
は
め
て
も

は
め
て
も
全
部

持

ち
去
ら
れ

る
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

こ
れ
を

ふ
せ
ぐ

に
は
番
人
を
置
く
以
外

に
方

法

は
な

い
の
で
あ
ろ
う

が
、

こ
の
休
憩
所
ば
か

り

で
な
く
、
公
園
内
の
多
く

の
施
設
は
窓
ガ
ラ

ス
、

カ
ガ

ミ
、
棚
、
電
燈
な
ど
が
破
壊
、
棄
損

さ
れ
る

こ
と
が
多

く
、
落
書
き
も
依
然
と
し
て

や
ま
な

い
よ
う
で
あ

る
。
そ

の
完
全
な
防
止

は

利
用
者

の
公
衆
道
徳

の
向
上

に
待

つ
ほ
か
は
な

い
が
、
現
段
階

と
し
て
は
、
そ

の
施

設
設
置

に

際
し
て
極
力

こ
れ
を
防
止
し
得

る
設
計
を
考
慮

す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

ま
た
、
展
望
台
附
近
に
は
売
店
が
あ

る
が
、

無
許
可
立
入

の
立
売

人
に
よ
る
弊
害

の
話
も
あ

る
。

こ
れ

は
法
律

に
基
く
強
固
な
と
り
締
り
を

実
施
す

る
以
外

に
方
法
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
自

園
内

の
清
潔
を
保

つ
た
め
屑
か
ご
を
で
き

る

だ
け
多
く
整
備
し
た

い
の
は
、

ア
イ
カ
ツ
プ
岬

と
同
様

で
あ

る
が
、
キ

ヤ
ソ
プ
場
も
両
者
と
も

に
設
け

ぬ
ほ
う
が

よ
い
と
考
え
ら
れ

る
。

昭
和
四
十
年
度

調
査
参
考
事
項
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然
公
園
法
に
よ
る
強

い
規
則
を
望
む
。
な
お
、

美
幌
峠

の
公
衆
便
所

の
水
洗
式

に
は
感
じ
さ

せ

ら
れ
た
。

和
琴
半
島

の
入

口
に
は
私
有
地
が
あ

る
。
将

来
、

し
だ

い
に
温
泉

ホ
テ
ル
な
ど

の
数
が
ふ
え

る

こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
自
然
公
園
内
で
は
私

有

地
と
い
え

ど
も
利
用
計
画

に
基
く
強

い
規
制

が
行

な
わ
れ

る
べ
き

は
ず

で
あ
る
が
、
利

用
権

の
問
題
も
あ
り
、
そ

の
実
施

に
は
か
な
り
の
困

難

が
あ

る
も

の
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
自

然
公
園
と

し
て
の
貴
重
な
景
観
を
保
持
す

る
上

に
お
い
て
は
、
常
時
執
行
体
勢
を
強
固

に
し
、

既
成
事
実
を
も

つ
て
す
る
違
反
の
お
き

ぬ
よ
う

こ
の
地
区

に
お

い
て
も
と
く
に
注
意

し
て
ほ
し

い
。

こ
の
こ
と
は
和
琴
半
島

に
と

ど
ま
ら
ず
、

阿
寒
湖
畔

、
仁

伏
、
砂
湯
附
近
な

ど
に
も

い
え

る

こ
と
で
あ
る
。

川
湯

は
温
泉

の
使
用
量
も

ふ
え

て
、
昔

の
川

湯

の
面
影

が
な
い
。
温
泉

の
使
用
量
も
制
限
す

べ
き
で
は
な

い
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

硫
黄
山

の

ハ
イ

マ
ツ
、
イ

ソ
ツ
ツ
ジ
の
郡
落

が
大
規
模

に
枯
れ

て
き

て
い
る
。

こ
れ
は
上
方

か
ら
流
出
し
て
く

る
硫
黄

の
ま
ざ

つ
た
砂

で
押

し

か
ぶ
さ
れ
て
木

が
弱

り
、

二
次
的

に
病
、
虫

害
を
誘
発

し
て
枯
死

し
て
い
く

の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
は
観
光
資
源
的

に
も
学
術
的

に
も
、
き
わ

め
て
貴
重
な
と

こ
ろ
で
あ

る
か
ら
、
少
な
く
と

も
空
中

か
ら
写
真
を
と
り
、
現
況
を
把
握

し
て

お
く
と
と
も

に
、
さ
ら

に
自
然

の
植
生
の
う

つ

り
変
わ
り
を
調

べ
る
固
定
し
た
調
査
区
の
設
定

が
望

ま
し
い
。
そ
れ
と
と
も

に
、

硫
黄
山

の
土

砂

く
ず
れ

に
は
早
急
な
対
策
が
望

ま
れ

る
も

の

で
あ

る
。

現
在

シ
ラ
カ
バ
が
増

大
し
て
、

ハ
イ

マ
ツ
や

イ

ソ
ツ
ツ
ジ
を
被
圧
し
て
ゆ
く
方
向

に
進
行
し

て

い
る
が
、
や
は
り
景
観
保
持
と

い
う
立
場

か

ら
は

シ
ラ
カ
バ

の
侵
入
を
あ

る
程
度

コ
ソ
ト

ロ

ー
ル
し
た

ほ
う
が
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

摩
周
湖

か
ら
横
断
道
路

に
は
い
る
と
、
地
肌

ま
る
だ
し

の
急
斜
面
が
目

に
つ
く
。

こ
れ
は
危

険

で
あ

る
か
ら
緑

化
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。
道

路
沿

い
の
森
林

は

ク
ロ
エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ツ

の
老
人
径
木
に
サ

ル
オ
ガ

セ
が
付
着
し
、
林

床

に
サ
サ
が
密
生
し
て
特
有

の
風
情
を

か
も
し
出

し
て
い
る
が
、

中
層
、
下
層
を
占

め
る
後
継

樹

木
群
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
更
新
上

か
ら
は
全

く

不
安
定
な
相
で
あ

る
。

こ
こ
に
目
立
た
ぬ
よ
う

図

る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

ま
た
、
摩
周
湖

よ
り
川
湯

に
む
か

つ
て
く
だ

る
観
光
道
路

は
、
そ
れ
自
体
な
が
め
と
し
て
と

く

に
美

を
感
じ
な

い
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は

適
当

な
方
法

で
施
業
し
、

天
然
林

を

コ
ン
ト

ロ

ー
ル
し
て
、
成
長
量

の
増

大
を
図
り
な
が
ら
美

し

い
優
良
大
径
木

の
生
育

を
図
る
よ
う
施
業
す

る
こ
と
が
適
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

弟
子
屈
よ
り
摩
周
湖

に
登

る
道
路

の
両
側

に
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苦
労
し
て
造
成

し
た

ト
ド

マ
ツ
、

エ
ゾ

マ
ツ
の

造
林

地
が
あ

る
。
標
高

の
高

い
と
こ
ろ
は
厳
し

い
寒

風
害

の
た
め
造
林
は
容

易
で
な
く
、
造
林

す
る

こ
と
に
よ
り

か
え

つ
て
不
自
然

さ
を
感
じ

さ

せ
る

の
で
は
な

い
か
。

こ
う
し
た
場
所

は
、

む
し
ろ
サ
サ

一
面

の
広

々
と
し
た
荒
涼
的
な
北

海
道
的

な
眺

め
が
効
果
的

で
さ
え
あ

る
と
考
え

ら
れ
る
。

阿
寒
湖
畔

の
ジ

ユ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
高

い
音

は
、
外
部

に
も
れ
な

い
よ
う
配
慮

さ
れ
た

い
。

こ
の
騒
音

に
類
す
る

レ

コ
ー
ド
の
音

は
、
近
年

と
く

に
各
地

の
景
勝
地
に
見
ら
れ

る
が
、
自
然

に
親

し
む
環
境
を
害
す
る
こ
と
は
な

は
だ
し

い

場
合
が
多

い
の
は
注
意

す
べ
き

で
あ

る
。

②

知
床
国
立
公
園

知
床
岬
は
高
山
性

の
植
物

が
多
く
、
学
術
上

に
も
貴
重
な
個
所
で
あ

る
が
、
そ

の
保
護

の
た

め
に
も
現
在
は
上
陸
あ

る
い
は
外
部

よ
り

の
入

地
を
禁
止
す
る

こ
と
が
必
要

で
あ

る
。
し

か
し

将
来
管

理
が
ゆ
き
と
ど
き
、
就
中
、
植
物

に
対

す

る
監
視
が
じ
ゆ
う
ぶ
ん
行
な
わ
れ

る
よ
う
な

方
法
が

と
ら
れ

る
場
合

は
、

一
時
的
上
陸

は
可

能

と
思

わ
れ

る
。
従

つ
て
こ
の
場
合

は
、
貴
重

な
自
然
景
観
を
害
さ
ぬ
方
法

に
よ
り
、
上
陸
用

桟
橋
な
ど

の
施
設
は
や
む
を
え
な

い
こ
と

で
あ

る
が
、

こ
の
土
地

に
宿
泊
施
設
な
ど
を
設
け

る

こ
と

は
賛
成

で
き
な

い
。

知
床
半
島

の
森
林

で
は
オ
ジ

ロ
ワ

シ
が
営
巣

繁
殖
し
、
海
岸

の
が
け
で
は
チ

シ
マ
ウ
ガ
ラ
ス

の
産
卵

が
確
認
さ
れ
、
将
来

は

エ
ト
ピ
リ
カ
、

そ
の
他

の
営
巣
も
発

見
さ
れ

る
可

能

性

が

あ

る
。
ま
た
、
知
床
岬
灯
台
下

の
草
原

で
は

シ
ベ

リ
ァ
セ

ン
ニ
ウ
ウ
が
営
巣
繁
殖

し
て
お
り
、
多

く
の
鳥
類

の
繁
殖
、
渡
来
地
と
し
て
貴
重
な
土

地
で
あ

る
。
約
言
す
る
と
、
知
床

に
は
今
後

の

学
術
的
調
査

で
明
ら

か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も

の
、

お
よ
び
樺
太
、
千
島

を
失
つ
た
日
本

に
は

か
け
が
え
の
な

い
貴
重
な
北
方

の
自
然
が
幸

い

に
今
残

さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
ら

が
心
な
い
人

々
に
荒
さ
れ
る

こ
と
を
防
止
す
る

た
め
万
全

の
策
が
た

て
ら
れ
、
か

つ
厳
格

に
実

行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

羅
臼
町

へ
は
ラ
イ

フ
ル
を
持

つ
た
密
猟
者
が

自
動
車
で
乗

り
込

み
、
オ
ジ

ロ
ワ

シ
を
数
回

に

わ
た
り
射
落

と
し
て
い
る
と

い
わ
れ
、

ま
た
、

現
地
町
当
局

の
申

し
合
わ

せ
を
無
視

し
て
、
旅

行
者
を
漁
船

に
便
乗
さ

せ
、
赤
岩

に
下
船

さ
せ

て

い
る
と

い
う
話
を
聞

い
た
が
、

こ
れ
ら

に
対

し
て
は
早
急
な
規
制
と
強

い
指
導

の
な

さ
れ

る

こ
と
が
望

ま
れ

る
。

③

道
立
厚
岸
自
然
公
園
と
野
付

風
蓮
自
然
公
園

厚
岸

の
市
街

か
ら
南
東

へ
進

ん
で
道
有
林
内

を
あ

や
め
が
原

に
向

か
う
林
内
に
は

シ
ラ
カ
バ

ダ
ケ
カ

ソ
バ

の
ほ
か
樹
齢
約
三
十
年

と
い
う

ト

ド

マ
ツ
の
人

工
林

が
あ
り
景
観
的

に
も
美

し
く

貴
重

で
あ

る
。
山
火
防
止

に
遊
覧
客

の
特
別

の

関

心
と
協

力
を

よ
び

か
け
た

い
も
の
で
あ

る
。

あ

や
め
が
原

に
あ

る
展
望
台
の
よ
う

な
も

の

は
、
木

造
で
小

さ
く
、
子
供
や
老
人

が
上
が
る

に
は
向
か
な

い
の
で
考
慮
さ
れ
た

い
。

ま
た
、

あ
や

め
が
原

へ
の
バ

ス
の
便
を
よ
く
し
、
そ
れ

に
よ

つ
て
キ
ヤ

ン
プ
場

の
な

い
不
便
を
解
消

し

た
ら
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

野
付
、
風
蓮
道

立
自
然
公
園

へ
白
鳥

を
見

に

く
る
冬

の
観
光
客

の
た

め
に
バ

ス
の
便

(厚
床

根
室

か
ら
別
当
賀

へ
、
ま
た
標
津
か
ら
浜
春
別

へ
)
を
よ
く

し
、
展
望
台
を
設
け
る
と
す
れ
ば

風
致

を
そ
こ
ね
な

い
よ
う
な
位
置

と
形
を
選
び

屋
根
、
壁
、
窓
を
設
け

て
、
内
部

の
人

の
動
き

が
白
鳥

を
刺
激

し
な

い
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ

る
。
秋

の
白
鳥
を

み
る
遊
覧
船
な
ど
を
湖
上

に

浮

か
べ
る
場
合

に
は
、
別
当
賀
と

一
本
木
間
、

尾
岱

沼

の
場
合

は
浜
春
別
と
尾
岱
沼
市
街
内

を

風

の
お
だ
や

か
な

日
に
限
り
時
間
を
き

め
て
運

航
す
る

の
が
よ

い
と
思

わ
れ

る
が
、

こ
の
場
合

は
船

の
運
行
に
注
意

し
、
白
鳥
を
お
び
や
か
さ

ぬ
航
路
と
視
察
方
法

を
と
る
べ
き
で
あ

る
。

④

網
走
国
定
公
園

網
走
国
定

公
園
は
、

い
ず

こ
も
広

々
と
し
、

は
る
か

に
オ
ホ

ー
ツ
ク
海

を
視
界

に
入
れ
る
荘

洋
低
平

な
地
貌

は
見

る
者

に
静
か
な
や
す

ら
ぎ

を
与
え
て
く

れ
る
。

網
走
湖

は
、

こ
れ

を

一
周
す
る
道
路
は
各
地

点

に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
異
な
る
自
然
景
観
を
鑑

賞
で
き

て
、

こ
の
湖

の
特
性
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
満

足
し

て
く
れ
る
、

し
か
し
、
現
在
以
上

に
湖
上

近
く
走
る
車
道

の
必
要

は
な
く
、

つ
く
る
と
す

れ
ば
歩
道
を
整
備
す
る

こ
と
と
な

る
。
と
く

に

呼
人
半
島

の
湖
辺
を
ま
わ
る
歩
道
を

よ
く
し
、

湖
岸
適
遥

の
快
味
と
静
寂
感

を
味
あ
わ
せ
る
よ

う

に
心
が
け
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
網
走
湖

辺

は
鉄
道

の
車
窓

か
ら
も
よ
く
見
え

る
部
分

で

あ
り
、
網
走
湖
瞥
見

の
印
象

を
よ
く
す

る
た

め

に
も
、
工
作
物
と
自
然
と

の
調
和

を
よ
く
考
え

る
べ
ぎ

で
あ

ろ
う
。

能
取
岬

の
台
地
上

に
は
、
現
在
あ

る
以
上
人

工
を
加
え
ず
、
む
し
ろ

二
六
ニ

メ
ー
ト
ル
の
背

後

の
山

に
道
を
通
じ

て
展
望
す
る
の
が

い
い
か

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
能
取
湖

の
湖
辺
に
は
サ

ン
ゴ
草

と

い
わ
れ

て
い
る
ア
ツ
ケ
シ
草
が
群
生

し

て
い
る
が
、

そ
の
植
生
上

の
湿
地
に
車

の
わ

だ

ち
の
跡
が
多

い
の
は
ま

こ
と

に
遺

憾
な
こ
と

で
、
漁

具
を
運

ぶ
道

が
あ

る
の
に
湿
地
帯

に
車

を

の
り
入
れ
、
貴
重
な
植
物
群
落
を
滅
亡
せ
し

む

る
こ
と

の
な

い
よ
う
厳
重

に
注
意

す

べ
き

で

あ

る
。
サ

ロ
マ
湖
は
南
岸

か
ら
の
眺
望

は
荘
洋
と
し

て
海

に
っ
ら
な
る
壮
大
な
景
観

で
あ
る
。
圧
巻

は
中
央
部
富
武

士
川
に
西
側

の
丘
上
よ
り
円
山

ま
で
の
問

の
湖
岸
崖

上
よ
り
の
展
望

で
あ
る
。

し
か
し
、
ピ

ラ
オ

ロ
荘
下
の
岩
崖

が
崩
壊
し
て

警
戒
す

べ
き
状
態
で
あ

る
。
富
武

士
東
方

の
幌

岩

山
も
そ

の
山
麓
側
は

こ
の
古

い
岩
石

の
崩
れ

た
崖
錐

で
で
き

て
い
る

の
で
、
建
築
物
を

つ
く

る
場
所

は
地
質
的

に
あ

ら
か
じ
め
じ
ゆ
う
ぶ
ん

検
討

す
べ
き

で
あ
る
。

サ

ロ
マ
湖
周
辺

は
古
く
よ
り
開
発

さ
れ
、
鉄

道
、
車
道
も
縦
横
し
、
原
始
的

景
観

は
す

で
に

損

わ
れ
て
は
い
る
が
、
湖
辺
は
ま
だ

ひ
な
び
た

素
朴
さ
を
残

し
て
い
る
。
従

つ
て
、
少
く
と
も

国
道
お
よ
び
鉄
道
路
線

よ
り
湖
側
は
工
作
物

の

設
置

に
注
意

し
、

こ
の
得
難
き
自
然
景
観

を
護

る
と
と
も
に
、
観
光
施
設

は
そ

の
中
心
と
な

る

諸
点
を
選
ん
で
、
周
囲

に
調
和
し
た
施
設
を

つ

く
り
、
湖
全
体

と
し
て
の
景
観
を
損
わ
ぬ
よ
う

心
が
け
る
べ
き

で
あ

る
。

大
観
山
か
ら

の
網
走
、
能
取
両
湖
の
眺
望

は

趣
き
が
あ

る
。

こ
れ

か
ら

の
新
し

い
展
望

地
と

し

て
、
や
む
を
え
な

い
小
施
設
は
背
後

の
樹
林

中

に
お
き
、

丘
上
は
い
ま

の
ま
ま

の
ほ
う
が
良

い
。小
清
水
原
生
花
園

は
鉄
道
と
湖
岸

の
間
の
自
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＼

動
車
道

は
整
備
さ
れ
、
観
光
客

の
た

め
の
施
設

も
必
要

で
あ

る
が
、
色

彩
も
形
も

こ
こ
の
自
然

景
観

に
調
和
す
る
よ
う
設
計
し

て
ほ
し

い
も
の

で
あ

る
。

女
満
別
か
ら
呼
人

に
い
た
る
網
走
湖
畔

に
多

い
ヤ
チ
ダ

モ
、

ヤ
チ

ハ
ン
ノ
キ
林

は
、
現

在
北

海
道

に
お

い
て
、
低
地

の
落
葉
広
葉
樹

か
ら
な

る
天
然
林

と
し
て
、
原
生
林

の
面
影
を
残
す
代

表
的

な
平
原
林

の

一
型
で
あ

り
、
貴
重
な
存
在

で
あ

る
と
同
時

に
、

そ
の
林
床

の
ミ
ズ
パ

シ
ヨ

ウ
お
よ
び

オ
オ
パ
ナ

エ
ン
ソ
ウ
の
美
観
を
も

つ

て
知
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
森
林
は
、
鉄
道
防
雪

林
用
地
を
除
き
、
北
見
営
林
局
の
管
轄

下
に
あ

り
、
間

伐
許
可

は
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
以
下
と
さ

れ

て
お
り
、
風
致
保
安
林

に
な

つ
て
い
る
。

国
鉄

と
し
て
は
こ
の
林

に
関

し
て
、
鉄
道
線

路

よ
り
湖
畔
側
は

一
二
〇

メ
ー
ト
ル
が
防
雪
林

用
地
と
な

つ
て
お
り
、
現
在

の
林
相
を
も

つ
て

ほ
ぼ
防
雪

の
役
目
を
果
し

て
い
る
が
、
将
来

は

よ
り
効
率

の
高

い
針
葉
樹

の
防
雪
林

に
更
新
し

た

い
希
望

を
も

つ
て
お
り
、
文
化
財
保
護
指
定

と
し

て
は
、
最
少
限
度

の
面
積

に
お
さ
え
て
も

ら

い
た

い
要
望

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
女
満
別
町

は
現
在
町
の
西
南
に
位
置

す

る
既
設

の
野
営
地
が
狭
墜

と
な

つ
た

の
で
、

将
来

は
こ
の
湖
畔

に
遊

歩
道

を
建
設

し
、

一
、

ニ
ヵ
所

の
砂
地

に
キ
ヤ

ソ
プ
地
を
設
定

し
、
青

少
年

の
訓
練
と

一
般

町
民

の
観
光
、

レ
ク
リ

エ

ー
シ
ヨ
ソ
の
場

と
し
た

い
希
望

で
あ

る
。
そ

の

計
画

の

一
部
と
し
て
昨
年
度
女
満
別
か
ら
呼
人

に
向
う
間

の

一
部
ま

で
道
路
を
施
設
し
た
が
、

雪

ど
け
水

に
よ
る
湖
水
面

の
上
昇
、

風
浪

に
よ

り
そ

の
ほ
と

ん
ど
が
決
潰

し
た
も
の
の
ご
と
く

で
あ

る
。

ひ
る
が
え
つ
て
、
植
物
学
的

に
文
化
財
保
護

の
立
場

か
ら

み
る
と
、

こ
の
地
点

に
ミ
ズ
パ

シ

ヨ
ウ
の
群
落
、

ヤ
チ

ハ
ン
ノ
キ
、

ヤ
チ
ダ

モ
の

純
林

の
生
成
を

み
た

の
は
、
雪
ど
け
水

に
よ
る

湖
水
面

の
上
昇

(
約

一
メ
ー
ト
ル
)
に
よ
り
、

湖
岸

に
溢

れ
た
水
が
低
地

に
侵
入
し
て
停
滞
水

と
な

つ
て
湿
地
帯

を
形
成
し
、
過

湿
と
土
壌
内

酸
素
欠
乏

を
ひ
き

お
こ
し
、

こ
こ
に
非
耐
湿
性

植

物
の
進
出
を

は
ば
み
、
現
在
み
る
よ
う
な
湿

生
植
物
群
落

の
生
成
を
結
果

し
た

も

の

で

あ

る
。ミ
ズ
パ

シ
ヨ
ウ

の
発
芽

に
つ
い
て
は
、

こ
と

に
多
量

の
水
湿
を
必
要

と
す
る

こ
と
か
ら
み
て

湖
岸

道
路
な
ど
の
建
設

に
あ
た

つ
て
は
、
現
在

の
環
境

条
件
を
大
き
く
変
更
せ
し
め
な

い
よ
う

な
注
意

が
必
要

で
あ

ろ
う
。

⑤

そ

の

他

な
お
、
自
然
公
園
を
通
し
て
自
然
保
護

の
精

神

を
徹
底

せ
し
む
る

に
は
景
観

の
美

の
み
で
な

く
、
小
中
学
生

の
頃
か
ら
自
然
科
学
的
価
値
を

知
ら
し

め
る

こ
と
も
必
要

で
あ
り
、

こ
の
た

め

に
は
分

か
り
や
す

い
解
説

(
パ

ン
フ
レ
ツ
ト
、

掲
示
説
明
板
、
パ

ス
ガ
イ
ド
説
明
な
ど
)

に
よ

つ
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
努

め
る

こ
と
が
望

ま

し

い
。

こ
と

に
国
立
公
園
お

よ
び
主
要
自
然
公

園

の
中
心
地
に
は
必
ず

レ
イ

ソ
ジ
ヤ
ー
を
配
置

し
、
来
訪
者
、

こ
と

に
修
学
旅
行
団
な
ど
に
対

し
、
自
然
探
勝

の
実
際

に
つ
い
て
教

え
る
よ
う

と
り
計
う

べ
き

で
あ

る
。

ま

た
、
自
然
科
学
探
究
と
し
レ
ク
リ

エ
ー
シ

ヨ
ン
の
目
的

の
た

め
車
の
入
ら
ぬ
自
然
探
勝
路

を

っ
く
り
、

レ
イ

ン
ジ
ヤ
ー
に
よ
る

コ
ー
ス
に

よ
る
科
学
的
説
明
や
パ

ソ
フ
レ
ツ
ト
を

つ
く
る

こ
と
な
ど
試

み
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。

た
と

え
ば
阿
寒
国
立
公
園
内
な
ど
、

ア
ト
サ
ヌ
プ

リ

を
中

心
と
し
た
熔
岩
円
頂
丘
群

に
囲

ま
れ
た
内

部
な
ど
、
探
勝
路
を
開
く
べ
ぎ

と
こ
ろ
が
ま
だ

あ

る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

川
湯
温
泉
な
ど
は
地
表
下
数

メ
ー
ト
ル
乃
至

十

メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
と
こ
ろ
を
流
れ
て

い
る

温
泉
を
湧
出
せ
し
め
て
い
る
も

の
で
、
そ
の
下

部
は
地
下
水
層

で
、
深
く
掘
れ
ば
水
が
出

る
な

ど
、
他

の

一
般

の
温
泉
と
異
る
珍
し

い
機
構

の

温
泉

で
あ

り
、
そ

の
よ
う
な
科
学
的
解
説
も
観

光

と
自
然
探
勝

の
う
え

で
必
要
で
あ

ろ
う
。

さ
ら

に
日
本
は
温
泉
国
と

い
わ
れ
な
が
ら
、

温
泉
旅
館

の
み
櫛
比
し
て
、
温
泉

が
ど

こ
に
湧

出
し

て
い
る

の
か
分
か
ら
な

い
温
泉
地
が
多
く

な

つ
て
き
て

い
る
。
温
泉
の
自
然
湧
出
現
象

の

見
ら
れ
る
屈
斜
路
岸
、
和
琴
砂
湯
、
赤
湯
、
仁

伏
な
ど

の
地
域

は
観
光

面
、
教
育
面

に
も
価
値

が
あ

り
、

自
然
湧
出
機
構
や
温
泉

に
影
響
を
お

よ
ぼ
さ
ぬ
程
度

の
観
光
開
発

に
と
ど

め
る

べ
き

で
あ

る
.、

阿
寒
国

立
公
園
内

に
終
戦
前
利
用
さ
れ
た
ピ

リ
カ
ネ
ツ
プ
登
山
道

は
、
現
在
ほ
と
ん
ど
破
損

し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
登
山
路

の
途
中

に
は
噴
気
や
温
泉
湧
出
の

い
ち
じ
る
し

い
地
獄
谷
が
あ
り
、
地
学
的

に
は
興
味

が
あ

る

と

こ
ろ
で
あ

り
、
探
勝
路
と
し
て
も
好
適

で
あ

り
、
登
山
路
補
修
が
望

ま
し

い
。

☆

輻
隼
前
後

"
会
報

"
第
三
号
を
お
と
ど
け
す
る
。
第

一
炉

号
は
?
と

お
思

い
の
む
き
も
あ

る
か
と
思
う
が

そ
れ

は
大
変
変
則
的
な
形
で
は
あ

つ
た
が

"
会

誌

"
第

一
集

の
中

に
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
。

い
つ
も
書

く

こ
と
で
あ

る
が
、
会
員

の
方

々

と

の
連
絡
と
し
て
は
会
報

・
会
誌
が

一
番
手
近

か
な
方
法
な

の
で
、
会
報

を
少
な
く
と
も
年

三

回
く
ら

い
、
会

誌
を
年

二
回
と

い
う
計
画
を
た

て
て
い
る
が
、

と
か
く
発
行
が

お
く
れ
が
ち
に

な

つ
て

い
る
こ
と
は
申
し
わ
け
な

い
こ
と
で
あ

る
。
な
お
、

ど
う

か
会
員
諸
賢

の
声

を
ど
し
ど

し
よ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
ね
が

つ
て

い
る
。

協
会

も
三
十
九
年
十

二
月
発
足

い
ら
い
、
す

で

に

一
年
半
を
越
え
る
。
そ

の
短

い
間
に
じ

つ

に
多
く

の
問
題
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
ほ

と
ん
ど
毎
月
理
事
会

が
開
か
れ
た
。

ま
た
、
昨

年
来
、
道
庁

の
委
託
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
そ

の
さ
い
、
昨
年
は
網

走
、
根
室
、
釧
路
な
ど

で

地
元

の
方

々
と

の
懇

談
会

が
開

か
れ
た
。
そ

の

抄
録
を

こ
の
号
に
載

せ
る
予
定

で
あ

つ
た
が
、

紙
面

の
都
合

で
、
次

回
に
ま
わ
さ

せ
て
い
た
だ

く
。
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